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「高校生と考える」
　今年1月17日、丸亀
城西高校で行った意
見交換会。若い世代
の疑問や要望は「すべ
てを当たり前にしては
いけない」と気づかせ
てくれます。

No.82

6月定例会
6月1日～6月19日

主 な 内 容



　丸亀城西高校の皆さんは、安心安全

な通学環境やのびのびと活動できる街

づくりを願い、また市政への興味も十分

に持ってくれていました。

　私たちはこの思いをしっかりと受け止

め、みんなが参加しやすい市政を目指し

ていきたいと思います。

◎シャッター街のイメージが強く、
興味が湧かない。

◎ゲームセンターやカフェ、
　タピオカ店などがあるといい！

◎市の祭りだけでなく、
　商店街のイベントを！

商店街活性化
キニナル

5

◎自分たちの街なのに、何にお金
を使っているかを知らない。

◎他にない、秀でた「何か」を持つ
べき。

◎補助金など、せっかくあるのに
　知られていないものが多い！

豊かな財政
キニナル

7

◎期日前投票をコンビ
ニや

　スーパーでできるよ
うにする。

◎ポスターや選挙公
報をわかりや

すく！

◎「ネット投票」を可能
にする！

若者の
投票率ＵＰ

キニナル

9

◎働く場所が必須！
◎公共交通機関の充実を。◎市民は親しみやすく、災害も　少ない。丸亀は「住みたい街」！

若者定住

キニナル

6

◎公共交通の自動運転化を進めて
車社会を変えられないか⁉

◎歩行者・自転車専用スペースの
　整備を！

◎高校生の自転車教室を開催して
ほしい。

安心安全な
道路

キニナル

8

高
校
生
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る
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「未来の丸亀
どうする？どうなる？」

～丸亀城西高校編～

丸亀城西高校の皆さんと、

丸亀市の気になるポイントを

話し合ってきました。

高校生と
考える

特集1

◎高校生にも医療費の助成を！

◎子ども会やコミュニティのイベン
ト、復活させてほしい！

◎子どもが遊ぶと苦情が出るって
寂しくない⁉

子育て応援
キニナル

1

◎市のシン
ボル・丸亀

城の石垣復

旧は絶対に
急ぐべき！

◎交通事故
が多すぎる

！

◎避難所の
整備と備蓄

品の明示を

してほしい
！

重点化す
べき

項目
キニナル

3

◎公共施設を初めて利用する時は
案内があると行きやすい！

◎高校生割引や部活割引があれば
公共施設を使いたい。

◎公共施設をお試しで利用できる
機会を作ってほしい。

スポーツ支援
キニナル

4

◎危険運転を減らしたい！
◎街灯を増やしてほしい！
◎飲酒運転を未然に防ぐシステムは作れないの⁉

治安対策

キニナル

2

高
校
生
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え
る
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定
例
会・議
案
の
内
容号

）
▼
議
案
第
56
号　

市
税
条
例
の
一
部

改
正

　

未
婚
の
ひ
と
り
親
へ
の
個
人
市
民

税
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
経
済
対
策
な
ど
に
お
け
る
税

制
上
の
措
置
を
講
ず
る
。

▼
議
案
第
57
号　

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▼
議
案
第
53
号　

専
決
処
分
の
承
認

（
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
））

▼
議
案
第
54
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
１
９

６
万
５
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
６

５
４
億
９
１
２
３
万
９
千
円
と
す
る
。

▼
議
案
第
55
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

　

長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
課
税
の
特

例
を
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
基

準
に
適
用
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
。

▼
議
案
第
58
号　

家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
の
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
連
携

施
設
の
確
保
が
不
要
な
場
合
に
係
る

措
置
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、居
宅

訪
問
型
保
育
事
業
の
提
供
先
を
拡
大

す
る
た
め
、所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
59
号　

特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　

国
の
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
連
携

施
設
の
確
保
が
不
要
な
場
合
に
係
る

措
置
を
追
加
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
。

▼
議
案
第
60
号　

市
民
交
流
活
動
セ

ン
タ
ー
条
例
の
制
定

　

市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
を
新
設

し
、
指
定
管
理
者
に
当
該
施
設
の
管

理
を
行
わ
せ
る
た
め
、
条
例
を
制
定

す
る
。

▼
議
案
第
61
号　

手
数
料
条
例
の
一

部
改
正

　

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
通
知
カ
ー
ド
の

再
交
付
に
係
る
手
数
料
の
規
定
を
削

除
す
る
。

▼
議
案
第
62
号　

消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害

補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
補
償
基
礎
額
の
改
定

な
ど
所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
63
号　

物
品
の
購
入
（
市

庁
舎
事
務
机
・
事
務
椅
子
什
器
）

▼
議
案
第
64
号　

物
品
の
購
入
（
市

庁
舎
収
納
什
器
）

▼
議
案
第
65
号　

物
品
の
購
入
（
市

庁
舎
応
接
用
椅
子
類
什
器
）

▼
議
案
第
66
号　

物
品
の
購
入
（
市

庁
舎
会
議
室
用
机
・
椅
子
他
什
器
）

　
（
63
号
〜
66
号
）
新
庁
舎
の
整
備

に
伴
う
什
器
購
入
に
つ
い
て
、
指
名

競
争
入
札
の
結
果
に
よ
り
仮
契
約
を

締
結
し
た
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
。

▼
議
案
第
67
号　

物
品
の
購
入
（
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ
Ｄ
―
Ⅰ
型
（
消

防
団
）
２
台
）

　

指
名
競
争
入
札
の
結
果
に
よ
り
仮

契
約
を
締
結
し
た
た
め
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
68
号　

物
品
の
購
入
（
水

槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ⅱ
型
（
消

防
本
部
）
１
台
）

　

指
名
競
争
入
札
の
結
果
に
よ
り
仮

契
約
を
締
結
し
た
た
め
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
69
号　

指
定
管
理
者
の
指

定
（
市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
）

　

令
和
３
年
２
月
か
ら
当
該
施
設
を

管
理
す
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
70
号　

総
合
整
備
計
画
の

変
更
（
本
島
町
辺
地
）

　

総
合
整
備
計
画
に
旧
本
島
中
学
校

整
備
事
業
を
追
加
す
る
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
71
号　

公
平
委
員
会
委
員

選
任
の
同
意

　

現
公
平
委
員
会
委
員
一
名
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
委
員
を
選
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
。

▼
議
案
第
72
号　

監
査
委
員
（
議
員

選
出
）
選
任
の
同
意

　

議
員
選
出
の
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
73
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５
千
万

円
を
増
額
し
、
総
額
を
６
５
７
億
４

１
２
３
万
９
千
円
と
す
る
。

▼
議
案
第
74
号　

農
業
委
員
会
委
員

任
命
の
同
意

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
委
員
16
名
を
任
命
す
る
に

あ
た
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

●
１
日

・
議
案
第
53
号

　
＝
提
案
理
由
の
説
明
・
質
疑
・

　
　
討
論
・
採
決

・
議
案
第
54
号
〜
議
案
第
70
号

　
＝
提
案
理
由
の
説
明

・
議
案
第
71
号
、
議
案
第
72
号

　
＝
提
案
理
由
の
説
明
・
質
疑
・

　
　
討
論
・
採
決

●
４
日

・
議
案
第
54
号
〜
議
案
第
70
号

　
＝
議
案
質
疑
の
後
、
各
常
任
委

　
　
員
会
に
付
託

●
５
、
８
、
９
日

・
一
般
質
問

●
11
日

・
教
育
民
生
委
員
会

・
都
市
環
境
委
員
会

●
12
日

・
総
務
委
員
会

●
19
日

・
議
案
第
54
号
〜
議
案
第
70
号

　
＝
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決

・
議
案
第
73
号
、
議
案
第
74
号

　
＝
提
案
理
由
の
説
明
・
質
疑
・

　
　
討
論
・
採
決

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

６
月
１
日
〜
19
日（
19
日
間
）

６
月
定
例
会



2020.8❺ No.82

議
案
の
内
容

議
会
の
動
き

号
）

▼
議
案
第
56
号　

市
税
条
例
の
一
部

改
正

　

未
婚
の
ひ
と
り
親
へ
の
個
人
市
民

税
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
経
済
対
策
な
ど
に
お
け
る
税

制
上
の
措
置
を
講
ず
る
。

▼
議
案
第
57
号　

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▼
議
案
第
53
号　

専
決
処
分
の
承
認

（
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
））

▼
議
案
第
54
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
１
９

６
万
５
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
６

５
４
億
９
１
２
３
万
９
千
円
と
す
る
。

▼
議
案
第
55
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

　

長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
課
税
の
特

例
を
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
基

準
に
適
用
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
。

▼
議
案
第
58
号　

家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
の
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
連
携

施
設
の
確
保
が
不
要
な
場
合
に
係
る

措
置
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、居
宅

訪
問
型
保
育
事
業
の
提
供
先
を
拡
大

す
る
た
め
、所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
59
号　

特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　

国
の
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
連
携

施
設
の
確
保
が
不
要
な
場
合
に
係
る

措
置
を
追
加
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
。

▼
議
案
第
60
号　

市
民
交
流
活
動
セ

ン
タ
ー
条
例
の
制
定

　

市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
を
新
設

し
、
指
定
管
理
者
に
当
該
施
設
の
管

理
を
行
わ
せ
る
た
め
、
条
例
を
制
定

す
る
。

▼
議
案
第
61
号　

手
数
料
条
例
の
一

部
改
正

　

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
通
知
カ
ー
ド
の

再
交
付
に
係
る
手
数
料
の
規
定
を
削

除
す
る
。

▼
議
案
第
62
号　

消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害

補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
補
償
基
礎
額
の
改
定

な
ど
所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
63
号　

物
品
の
購
入
（
市

庁
舎
事
務
机
・
事
務
椅
子
什
器
）

▼
議
案
第
64
号　

物
品
の
購
入
（
市

庁
舎
収
納
什
器
）

▼
議
案
第
65
号　

物
品
の
購
入
（
市

庁
舎
応
接
用
椅
子
類
什
器
）

▼
議
案
第
66
号　

物
品
の
購
入
（
市

庁
舎
会
議
室
用
机
・
椅
子
他
什
器
）

　
（
63
号
〜
66
号
）
新
庁
舎
の
整
備

に
伴
う
什
器
購
入
に
つ
い
て
、
指
名

競
争
入
札
の
結
果
に
よ
り
仮
契
約
を

締
結
し
た
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
。

▼
議
案
第
67
号　

物
品
の
購
入
（
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ
Ｄ
―
Ⅰ
型
（
消

防
団
）
２
台
）

　

指
名
競
争
入
札
の
結
果
に
よ
り
仮

契
約
を
締
結
し
た
た
め
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
68
号　

物
品
の
購
入
（
水

槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ⅱ
型
（
消

防
本
部
）
１
台
）

　

指
名
競
争
入
札
の
結
果
に
よ
り
仮

契
約
を
締
結
し
た
た
め
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
69
号　

指
定
管
理
者
の
指

定
（
市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
）

　

令
和
３
年
２
月
か
ら
当
該
施
設
を

管
理
す
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
70
号　

総
合
整
備
計
画
の

変
更
（
本
島
町
辺
地
）

　

総
合
整
備
計
画
に
旧
本
島
中
学
校

整
備
事
業
を
追
加
す
る
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
71
号　

公
平
委
員
会
委
員

選
任
の
同
意

　

現
公
平
委
員
会
委
員
一
名
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
委
員
を
選
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
。

▼
議
案
第
72
号　

監
査
委
員
（
議
員

選
出
）
選
任
の
同
意

　

議
員
選
出
の
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
73
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５
千
万

円
を
増
額
し
、
総
額
を
６
５
７
億
４

１
２
３
万
９
千
円
と
す
る
。

▼
議
案
第
74
号　

農
業
委
員
会
委
員

任
命
の
同
意

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
委
員
16
名
を
任
命
す
る
に

あ
た
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

８日 広報広聴委員会
　９日  議場見学
17日 全員協議会
         　市庁舎等整備特別委員会
　　　広報広聴委員会意見交換会
22日 市民会館整備特別委員会
24日 総務委員会協議会
27,28日 丸亀城復旧復興特別委員会
　　 視察（白河市）
29日 市民会館整備特別委員会
31日 議会運営委員会
　  　 総務委員会協議会
         　広報広聴委員会
 10日 市庁舎等整備特別委員会
　　 各派会長会
12日 都市環境委員会協議会
17日 議会運営委員会
18日 丸亀城復旧復興特別員会
19日 全員協議会
20日 全員協議会
26日 本会議（３月定例会）
　　 予算特別委員会
　　 議会運営委員会
28日 本会議
　　 議会運営委員会
　　 各派会長会
　２日 本会議
　　 全員協議会
　３日 本会議
　　 市庁舎等整備特別委員会
　４日 本会議
　５日 本会議
　　 議会運営委員会
　　 各派会長会
　６日 都市環境委員会
　　 都市環境委員会協議会
　　 広報広聴委員会
　　 教育民生委員会

　９日 総務委員会
　　 総務委員会協議会
10～13,16日　予算特別委員会
17日 各派会長会
19日 全員協議会
　　 各派会長会
24日 議会運営委員会
25日 本会議
　　 議会運営委員会
　　 各派会長会
　　 全員協議会
　　 市民会館整備特別委員会
　　 市議会議員の不当要求疑惑等
　　 に関する調査特別委員会
31日 議会運営委員会
　　 各派会長会
 　３日 広報広聴委員会
　７日 各派会長会
13日 広報広聴委員会
　　 全員協議会
　　 各派会長会
　　 議会運営委員会
15日 市議会議員の不当要求疑惑等
　　 に関する調査特別委員会
17日 市庁舎等整備特別委員会
　　 各派会長会
　　 議会運営委員会
21日 本会議（４月臨時会）
　　 各派会長会
　　 市民会館整備特別委員会
　　 丸亀城復旧復興特別委員会
30日 各派会長会
　　 議会運営委員会
　８日 本会議（５月臨時会）
　　 都市環境委員会協議会
　　 総務委員会協議会
　　 広報広聴委員会
11日 市庁舎等整備特別委員会
　　 市議会議員の不当要求疑惑等

　　 に関する調査特別委員会
12日 各派会長会
　　 教育民生委員会協議会 
19日 市議会議員の不当要求疑惑等
　　 に関する調査特別委員会
20日 全員協議会
22日 議会運営委員会
25日 広報広聴委員会
　　 全員協議会
　　 丸亀城復旧復興特別委員会
29日 議会運営委員会
　１日　本会議（６月定例会）
　　 市議会議員の不当要求疑惑等
　　 に関する調査特別委員会
　４，５，８日　本会議
　９日 本会議
　　 全員協議会
　　 広報広聴委員会
11日 教育民生委員会
　　 都市環境委員会
　　 都市環境委員会協議会
12日 総務委員会
　　 総務委員会協議会
　　 議会運営委員会
19日 本会議
　　 総務委員会協議会
　　 各派会長会
　　 広報広聴委員会
23日 広報広聴委員会
　　 市議会議員の不当要求疑惑等
　　 に関する調査特別委員会

 １月23日　岩手県陸前高田市議会
　「産業振興条例と第二次産業振興計画の
　取り組み」
２月６日　鳥取県中部町村議長会
　「川西地区の防災まちづくり活動」

１・２・３・４・５・６月１・２・３・４・５・６月

１　

月

２　

月

３　

月

３　

月

４　

月

５　

月

６　

月

５　
月

議会の動き議会の動き

他市の議員、職員が本市の
施策を視察しました。

他市視察
受け入れ
他市視察
受け入れ
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一
　
般
　
質
　
問

真
鍋
　
順
穗

①
城
東
小
学
校
の
建
て
替
え

国
方
　
功
夫

①
副
市
長

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
市
長
懇

横
田
　
隼
人

①
学
校
の
授
業
時
間
不
足

②
9
月
入
学
制

③
特
別
定
額
給
付
金
の
現
状

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

等
へ
の
偏
見
や
差
別
防
止
策

⑤
納
税
猶
予
等
の
申
請
状
況
と
今

後
の
財
政
見
通
し

松
永
　
恭
二

①
医
療
体
制
の
強
化

②
コ
ロ
ナ
解
雇
・
収
入
減
対
策

③
感
染
症
2
波
へ
の
対
策

大
西
　
　
浩

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
（
給

付
等
の
支
援
策
、
相
談
体
制
、
学

校
・
保
育
所
・
幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
、
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
、
寄
附
）

加
藤
　
正
員

①
学
校
臨
時
休
業
下
の
教
育
委
員
会

の
取
り
組
み

②
18
歳
以
上
の
学
生
を
持
つ
家
庭
、

学
生
本
人
や
高
齢
者
へ
の
配
慮

香
川
　
　
勝

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の

自
然
災
害
発
生
対
策

②
国
内
農
業
生
産
と
本
市
農
業
の

振
興

③
事
業
者
向
け
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
関
連
支
援
策

④
地
域
医
療
体
制
の
現
状
と
課
題

及
び
感
染
拡
大
防
止

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
以
外
の

感
染
症
の
予
防
接
種
と
、
保
健

師
に
よ
る
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問

11
人
の
議
員
が
市
の
考
え
を
問
う

一般質問

①
学
生
へ
の
支
援
策

②「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」の
活
用

③
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
文

書
に
よ
る
個
別
通
知

④
公
園
へ
の
健
康
遊
具
の
設
置

⑤
空
き
家
対
策

福
部
　
正
人

①
「
コ
ロ
ナ
後
」
の
避
難
所
の
課
題

②
コ
ロ
ナ
の
今
こ
そ
S
D
G
ｓ

③
市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
に
期
待

す
る

内
田
　
俊
英

①
特
別
定
額
給
付
金

②
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
環
境
を

③
継
続
的
な
市
民
生
活
支
援
を
最

優
先
に
、「
コ
ロ
ナ
の
時
代
」
へ

市
政
・
財
政
運
営
の
シ
フ
ト
を

中
谷
真
裕
美

①
緊
急
対
応
策
で
各
家
庭
へ
配
布

さ
れ
た
マ
ス
ク
の
有
効
活
用

②
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
た

猪
熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館
の
仕

掛
け

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
起
因

と
し
た
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス

障
害（
P
T
S
D
）な
ど
の
対
応

④
ニ
ッ
カ
リ
青
江
の
公
開
展
示

神
田
　
泰
孝

⑥
敬
老
会
や
成
人
式
の
実
施

⑦
今
後
の
文
化
活
動
と
生
涯
学
習

⑧
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催

太
字
の
項
目
は
本
文
中
に
要
約
文
を
掲
載

質
問
者
・
項
目

次回の
定例会は
９月上旬に
開会予定
です。

談
会
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一
　
般
　
質
　
問

松永恭二議員

真鍋順穗議員

Ａ
健
康
福
祉
部
長　

近
隣
自
治

体
の
実
施
予
定
を
調
査
す
る

な
ど
幅
広
く
検
討
し
て
い
る
。
遅
く

と
も
6
月
下
旬
ま
で
に
婦
人
会
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
も
協
議
の
上
、
本
年

度
の
敬
老
会
の
あ
り
方
を
判
断
し
た

い
。

市
民
生
活
部
長　

今
年
度
、

例
年
ど
お
り
の
成
人
式
開
催

は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
開
催
時
の
課

題
と
な
る
３
つ
の
密
へ
の
対
応
と
し

て
、
屋
外
で
の
開
催
や
参
加
人
数
の

縮
小
、
時
間
差
を
設
け
た
開
催
、
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
に
よ
る
開
催
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
新
成
人
・
保
護
者
と

も
に
気
が
か
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

た
め
、
教
育
委
員
会
や
社
会
教
育
委

員
の
見
解
、
県
内
外
の
状
況
も
留
意

し
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
早
く
方
向
性

を
示
す
よ
う
努
め
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
あ
っ
て
も
、
高
齢
者
に
感

謝
の
意
を
伝
え
、
新
成
人
を
祝
う
機
会
を
設
け
る
こ
と
は

大
切
で
あ
る
。
今
年
度
、
敬
老
会
と
成
人
式
の
開
催
は
。

Ａ

Ａ
市
長　

指
定
避
難
所
で
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確

保
で
き
な
い
と
想
定
さ
れ
る
場
合
、

親
戚
や
知
人
宅
、
ホ
テ
ル
な
ど
へ
の

避
難
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
、
避
難

を
促
す
際
に
は
、
感
染
予
防
に
関
す

る
周
知
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
避
難
所
に
は
地
域
担
当
職

員
と
保
健
師
を
配
置
し
、
避
難
者
受

け
入
れ
時
の
健
康
状
態
の
確
認
や
避

難
中
の
体
調
管
理
、
衛
生
対
策
の
啓

発
な
ど
を
行
う
。
ま
た
、
避
難
者
の

発
熱
な
ど
に
備
え
、
発
熱
者
専
用
ス

ペ
ー
ス
の
設
置
や
ト
イ
レ
の
分
離
、

医
療
機
関
へ
の
搬
送
も
含
め
的
確
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の
自
然
災
害
発
生
時
、避
難

所
の
運
営
は
ど
う
な
る
の
か
。
集
団
感
染
防
止
対
策
に
努

め
る
中
で
の
災
害
対
策
と
な
る
が
、
取
り
組
み
の
状
況
は
。

例年、地域ごとにひらかれる敬老会

Q

安心して過ごせる避難所に

Q

敬
老
会
や
成
人
式
の

開
催
は

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

自
然
災
害
に
備
え
て
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一
　
般
　
質
　
問

香川　勝　議員

Ａ
教
育
長　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
文
部
科
学
省
の
子
供

の
学
び
応
援
サ
イ
ト
や
香
川
県
教
育

セ
ン
タ
ー
の
学
習
支
援
サ
イ
ト
へ
リ

ン
ク
す
る
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
が
、

す
べ
て
の
子
供
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
が
整
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

た
め
、
各
学
校
が
宿
題
や
課
題
を
出

す
際
に
は
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
姿
勢
を
培
う
よ
う
配
慮
し
た
。

さ
ら
に
、
学
習
し
て
い
く
中
で
わ
か

り
づ
ら
い
点
な
ど
は
、
学
校
で
相
談

で
き
る
体
制
を
と
り
、
丁
寧
に
対
応

し
て
い
る
。

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
は
、
子
供
た
ち
の
主
体
的
、
対
話
的
で
深

い
学
び
、
生
き
抜
く
力
を
育
む
こ
と
を
重
視
し
、
自
ら
考
え
る
こ
と
を

指
導
す
る
と
し
て
い
る
。
文
部
科
学
省
は
、
５
月
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
か

し
、
子
供
た
ち
の
学
び
を
止
め
な
い
対
策
を
」
と
、
教
育
委
員
会
に
向

け
て
ラ
イ
ブ
動
画
を
配
信
し
た
。
熱
意
あ
る
訴
え
は
、
国

か
ら
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
感
じ
た
が
、
本
市
教
育
委
員

会
で
の
対
応
は
。

それぞれの場所で格差のない学習を

Q

大西　浩　議員

健
康
福
祉
部
長　

暮
ら
し
の

総
合
相
談
窓
口
で
は
、
市
職

員
と
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
の
計
４

名
で
電
話
対
応
と
面
談
業
務
を
行
っ

て
い
る
。
５
月
末
現
在
、
電
話
６
２

３
件
、
面
接
62
件
の
相
談
を
受
け
て

い
る
。

市
長
公
室
長　

特
別
定
額
給

付
金
専
用
窓
口
と
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。
こ
の
専
用
窓

口
に
は
、
１
日
平
均
約
25
名
の
職
員

が
配
置
さ
れ
、
多
い
日
で
２
０
０
名

を
超
え
る
来
訪
者
や
、
４
０
０
件
を

超
え
る
着
信
に
対
応
し
て
い
る
。
ま

た
主
管
課
で
は
、
各
部
か
ら
の
応
援

職
員
の
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
夜

間
・
休
日
を
含
め
、
集
中
的
に
作
業

を
進
め
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
で
、市
役
所
の
業
務
が

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
特
に
特
別
定
額
給
付
金

業
務
は
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、実
態
は
ど
う
か
。

ＡＡ

ひまわりセンター4階の相談窓口

新
型
コ
ロ
ナ

業
務
へ
の
影
響
は
ど
う
か

新
型
コ
ロ
ナ

業
務
へ
の
影
響
は
ど
う
か

Q

休
業
中
の
学
習

教
育
委
員
会
の
対
応
は

休
業
中
の
学
習

教
育
委
員
会
の
対
応
は
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一
　
般
　
質
　
問

横田隼人議員

国方功夫議員

Ａ
市
長
公
室
長　

懇
談
会
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
を

市
長
指
示
の
も
と
周
知
し
た
際
、
開

催
の
是
非
に
つ
い
て
特
に
異
議
は
な

か
っ
た
。
大
が
か
り
な
事
前
準
備
が

必
要
な
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
中

止
な
ど
、
議
論
は
あ
っ
た
が
、
３
〜

４
ヶ
月
後
の
感
染
拡
大
に
つ
い
て
先

行
き
が
不
透
明
で
あ
っ
た
こ
と
が
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
今
年
度
は

部
長
級
職
員
１
名
の
出
席
を
考
え

て
い
る
が
、
開
催
に
当
た
っ
て
は
、

基
準
と
し
て
い
る
感
染
予
防
対
策
を

ク
リ
ア
し
た
上
で
、
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
意
向
を
確
認
し
、
慎
重
に
判
断

し
た
い
。

　

緊
急
事
態
宣
言
発
出
直
前
の
庁
議
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

市
長
懇
談
会
の
開
催
を
各
部
へ
依
頼
し
て
い
る
が
、
各
種
の
行
事
が

中
止
と
な
る
中
、
開
催
に
異
議
を
唱
え
る
職
員
は
い
な

か
っ
た
の
か
。
今
年
度
の
開
催
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

の
考
え
は
。

Ａ
教
育
部
長　

城
東
小
学
校

は
、
耐
震
工
事
を
行
っ
た

後
、
校
舎
や
屋
内
運
動
場
の
整
備
、

外
壁
な
ど
の
改
修
工
事
を
行
っ
て
い

る
。
長
寿
命
化
計
画
の
調
査
時
に

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
な

ど
様
々
な
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
長

寿
命
化
が
妥
当
と
判
断
し
た
。
今

後
、
各
種
の
デ
ー
タ
を
確
認
す
る
中

で
、
計
画
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
で
は
、
城
東
小
学
校
を
長
寿
命
化
改
修
す

る
と
約
11
億
円
か
か
る
が
、
20
〜
30
年
延
命
す
る
よ
り
も
、
新
し
く
建

て
直
し
て
は
ど
う
か
。
改
築
な
ら
費
用
は
約
19
億
円
で
、

差
額
は
約
７
億
円
で
あ
る
。
壁
の
劣
化
や
、
過
去
の
浸
水

被
害
を
踏
ま
え
、
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

コミュニティセンター市長懇談会

Q

城東小学校

Q 城
東
小
学
校

な
ぜ
建
て
替
え
な
い
の
か

城
東
小
学
校

な
ぜ
建
て
替
え
な
い
の
か

市
長
懇
談
会

今
年
度
の
開
催
は
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一
　
般
　
質
　
問

福部正人議員

Ａ
市
長
　
現
在
、
教
育
現
場
は

通
常
モ
ー
ド
に
戻
り
つ
つ
あ

る
が
、
気
を
緩
め
る
状
況
に
は
ほ
ど

遠
い
。
県
外
の
学
生
支
援
は
、
国
や

県
の
支
援
策
の
動
向
な
ど
総
合
的
に

勘
案
し
た
上
で
、
政
策
決
定
し
て
い

き
た
い
。
国
の
第
２
次
補
正
予
算
な

ど
、
支
援
策
が
次
々
と
出
さ
れ
て
い

る
た
め
、
そ
う
い
っ
た
動
き
を
見
な

が
ら
、
重
複
し
な
い
形
、
あ
る
い
は

気
持
ち
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
な
形
、

そ
し
て
学
生
が
市
内
に
帰
っ
て
き
や

す
く
な
る
、
誇
り
の
持
て
る
方
策

を
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
学
生
が
経
済
的
に
困
窮

し
、
学
業
の
継
続
や
生
活
の
維
持
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。
国
の
支
援

も
十
分
と
は
言
え
な
い
中
、
本
市
独
自
の
判
断
で
支
援
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
本
市
出
身
の
学
生
へ
の
支

援
策
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

加藤正員議員

市
長
公
室
長
　
専
用
窓
口
と

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
申
請
書
の
記
入
や
必
要
書
類
の

説
明
な
ど
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
い

る
。
施
設
入
所
者
な
ど
に
は
、
施
設

の
職
員
や
親
類
に
よ
る
代
理
申
請
が

可
能
で
あ
る
こ
と
も
案
内
し
て
い

る
。
ま
た
、
福
祉
課
や
社
会
福
祉
協

議
会
と
も
協
議
し
、
情
報
提
供
や
申

請
書
記
入
の
支
援
な
ど
、
可
能
な
範

囲
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
民
生
委
員
に
お

願
い
し
て
い
る
。

市
民
生
活
部
長
　
行
事
の
再

開
や
災
害
時
の
備
え
と
し
て

も
、
マ
ス
ク
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
地
域
活
動
の
観
点
か
ら
も
、
有

効
な
一
事
例
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
紹
介
し
た
い
。

　

特
別
定
額
給
付
金
は
、
既
に
８
割
ほ
ど
の
方
が
申
請
さ
れ
て
い
る
と

聞
く
が
、
未
申
請
の
独
居
老
人
な
ど
高
齢
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
整

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
た
通
称

「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」
の
有
効
活
用
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
主
導
で
利
用
で
き
な
い
か
。

Ａ

Ａ

「わからないまま」にしないサポートを

Q

「支援」にはいろいろな形があります

Q 学
生
が
安
心
し
て

学
び
暮
ら
せ
る
支
援
を

学
生
が
安
心
し
て

学
び
暮
ら
せ
る
支
援
を

特
別
定
額
給
付
金

高
齢
者
へ
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
は

特
別
定
額
給
付
金

高
齢
者
へ
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
は
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一
　
般
　
質
　
問

内田俊英議員

中谷真裕美議員

Ａ
市
長　

市
民
交
流
活
動
セ
ン

タ
ー
は
、
市
民
活
動
と
協
働

の
拠
点
施
設
と
し
て
の
位
置
づ
け
で

あ
る
と
同
時
に
、
教
育
・
文
化
・
経

済
・
行
政
な
ど
に
か
か
わ
る
人
々
の

様
々
な
社
会
活
動
の
中
で
、
ま
ち
づ

く
り
や
人
づ
く
り
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
と
な
る
べ
き
施
設
で
あ
る
。
ま

た
、
丸
亀
の
市
民
力
を
形
に
す
る
、

ひ
い
て
は
中
間
支
援
的
な
団
体
の
育

成
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
が
広
く
波

及
し
、
市
の
活
力
の
源
と
な
る
よ
う

な
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　
市
民
が
行
政
の
仕
事
を
助
け
る
社
会
か
ら
、
市
民
の
活
動
を
行
政
が

支
え
る
、
い
わ
ゆ
る
「
市
民
参
加
」
か
ら
「
行
政
参
加
」
へ
、
潮
流
は

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
現
在
建
設
中
の
市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
で
、
お

城
の
前
の
賑
わ
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
市
民
が
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
は
実
現
可
能
な
の
か
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
目

指
す
ゴ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
は
。

Ａ
市
長　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
、
独
自
の
対
策
も
進
め
た

結
果
、
財
政
調
整
基
金
は
５
月
に

は
、
１
千
万
円
を
下
回
る
状
況
と
な

っ
た
が
、
今
回
の
補
正
に
よ
る
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
や
国
の
臨
時
交
付
金
な
ど

で
、
一
定
の
改
善
が
図
れ
る
と
考
え

て
い
る
。
新
市
民
会
館
の
建
設
な
ど

大
型
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
最
新

の
財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
来

年
秋
の
予
算
編
成
時
期
を
目
途
に
、

方
向
性
を
定
め
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
市
民
生
活
や
地
域
経
済
へ
の
影
響
は

長
期
化
が
予
測
さ
れ
、
継
続
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
が
、
市
の
財
政

状
況
は
、
財
政
調
整
基
金
が
ほ
ぼ
底
を
つ
く
な
ど
、
急
激
に
ひ
っ
迫
し

て
い
る
。
市
民
の
暮
ら
し
を
最
優
先
に
、
今
年
度
か
ら
本
格
化
す
る
新

市
民
会
館
の
整
備
な
ど
、
既
存
の
投
資
的
事
業
計
画
を
、

こ
の
ま
ま
進
め
て
よ
い
の
か
。
事
業
の
再
検
証
と
政
治
的

判
断
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
の

未
来
予
想
図
は

新庁舎をはじめ、続く大型事業計画

建設中の「市民交流活動センター」

Q

Q 市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
の

未
来
予
想
図
は

市
民
を
守
る
財
政
運
営
へ

大
型
事
業
計
画
の
再
検
討
を

市
民
を
守
る
財
政
運
営
へ

大
型
事
業
計
画
の
再
検
討
を
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一
　
般
　
質
　
問

神田泰孝議員

教
育
長　

幼
稚
園
や
保
育
所

で
は
、
う
が
い
や
手
洗
い
の

ほ
か
、
３
密
回
避
へ
の
取
り
組
み
を

遊
び
の
中
で
定
着
さ
せ
、
極
力
今
ま

で
と
変
わ
ら
な
い
環
境
で
幼
児
教

育
・
保
育
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

小
中
学
校
で
は
、
心
身
や
生
活
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
保

護
者
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な

ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
状
況
の

把
握
や
フ
ォ
ロ
ー
を
継
続
し
て
い

る
。
教
員
が
最
新
の
知
見
に
よ
る
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
発
達
段
階
に
応

じ
た
指
導
や
保
護
者
へ
の
啓
発
に
努

め
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
著
し
い
環
境
の
変
化
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
や
不

安
、
恐
怖
心
を
抱
え
込
み
、
今
後
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス

障
害
）
に
な
る
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
発
症
リ
ス
ク

の
軽
減
や
差
別
意
識
を
な
く
す
一
助
と
す
る
た
め
、
子
供

た
ち
が
正
し
い
知
識
を
得
る
た
め
の
継
続
的
な
指
導
や
フ

ォ
ロ
ー
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Ａ

不安やストレスが人生を変えてしまうことも…

子
ど
も
た
ち
の
心
を

コ
ロ
ナ
か
ら
守
る
た
め
に

子
ど
も
た
ち
の
心
を

コ
ロ
ナ
か
ら
守
る
た
め
に

Q

　新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、市議会では当分の間、本
会議および委員会の傍聴自粛をお願いしています。
　本会議につきましては、中讃ケーブルテレビジョ
ン、またはインターネット中継でご覧い
ただけますので、ぜひご視聴ください。

　ご利用の機種によって異なりますが、おお
むね以下のとおりです。
　詳しい使用方法は、ご利用のスマートフォ
ンの取扱説明書等をご確認ください。
１．スマートフォンでQRコードを読み取ります。
　バーコードに対応しているスマートフォン
でバーコードリーダーを起動し、QRコード
を撮影します。
２．URLや情報が表示されます。
　表示されたアドレスをクリックすると、議
員の質問を動画で見ることができます。

　各議員の質問欄に、このような画像
を表示しています。
　これはバーコードの一種で〈QRコード〉
と呼ばれ、ウェブサイトやメールアドレス
を配布する際によく使われます。
　バーコードリーダー対応のスマートフォ
ンなどでこのQRコードを撮影すると、
簡単に質問する議員の姿を簡単に動画
でご覧いただくことができます。

QRコードの表示について

　なお、傍聴を希望される方は、マ
スクの着用や入場時の手指消毒な

ど、感染症対策にご協力くださいますようお願い申
し上げます。また、発熱や倦怠感・咳など、体調不
良のある場合は、傍聴をお控えください。
※ソーシャルディスタンス確保のため、入場を制限する
場合がございます。ご了承ください。

使
　
い
　
方

傍聴自粛のお願い

映像配信はこちら☞
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委
員
会
審
査

査
審
会
員

各
委
員
会
の
議
案
審
査
で
は
、

次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

し
た
学
校
施
設
を
再
調
査
し
、
判
明

し
た
。

  

委
員　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
現

状
は
。
ま
た
、
新
規
で
実
施
し
よ
う

と
す
る
事
業
者
は
、
連
携
施
設
を
確

保
し
な
く
て
よ
い
の
か
。

  

健
康
福
祉
部　

現
在
２
か
所
で
小

規
模
型
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
今
回
の
改
正
で
、
新
規
事
業
者

の
連
携
施
設
確
保
は
不
要
と
な
る
。

  

委
員　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
収
集
運
搬
業

務
委
託
料
の
該
当
施
設
と
そ
の
把
握

方
法
は
。

  

教
育
部　

富
熊
小
学
校
の
照
明
器

具
に
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
使
用
さ
れ

て
い
た
。
昭
和
52
年
度
以
前
に
建
設

Ｑ

教
育
民
生
委
員
会

総
務
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

  

委
員　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
54
号
中
の
関
係
部
分
、
議
案

第
58
号
、
59
号

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
54
号
中
の
関
係
部
分
、
議
案

第
60
号
、
61
号
、
63
号
〜
66
号
、
69

号
、
70
号

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
54
号
中
の
関
係
部
分
、
議
案

第
55
号
〜
57
号
、62
号
、67
号
、68
号

  

委
員　

今
回
購
入
す
る
物
品
に
市

民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る

備
品
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

  

都
市
整
備
部　

今
回
の
備
品
は
市

庁
舎
で
使
用
す
る
も
の
の
み
で
あ

り
、
市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
の
備

品
は
市
民
生
活
部
で
予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
。

  

委
員　

市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー

条
例
で
は
、
使
用
料
の
減
免
や
加
算

規
定
が
わ
か
り
づ
ら
く
、
市
民
が
利

用
し
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か
。

  

市
民
生
活
部　
広
報
紙
や
チ
ラ
シ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
わ
か
り
や
す

く
周
知
す
る
。

  

委
員　

指
定
管
理
者
に
対
す
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
考
え
方
は
。

  

市
民
生
活
部　

あ
く
ま
で
運
営
主

体
が
市
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
指

定
管
理
者
へ
の
指
導
な
ど
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　

付
託
さ
れ
た
３
議
案
は
、
採
決
の

結
果
、す
べ
て
原
案
を
可
決
と
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
７
議
案
は
、
採
決
の

結
果
、す
べ
て
原
案
を
可
決
と
し
た
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

償
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
基
本
団
員

と
機
能
別
消
防
団
員
で
違
い
は
あ

る
か
。

  

消
防
本
部　

両
団
員
と
も
に
、
同

様
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。

  

委
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
防
止
対
策
費
用
３
６
０
万
円
の

内
容
と
内
訳
は
。

  

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局　

場
内
施

設
の
投
票
台
、
手
す
り
、
ト
イ
レ
な

ど
を
対
象
に
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
40

万
円
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
２
７
０
万

円
や
職
員
用
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
20

万
円
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
30
万
円
な
ど

８
ヶ
月
分
の
費
用
で
あ
る
。

  

委
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除
に
つ

い
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
す
る
な
ど

し
た
主
催
者
に
対
す
る
払
い
戻
し
請

求
権
を
放
棄
し
た
者
が
、
税
額
控
除

を
受
け
る
た
め
の
具
体
的
な
手
続

き
は
。

  

総
務
部　

文
化
・
芸
術
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
主
催
者
が
国
へ
申
請
し
、
認

定
さ
れ
た
上
で
、
参
加
者
が
証
明
書

の
発
行
を
依
頼
し
、
申
告
を
行
う
こ

と
に
な
る
。

Ｑ Ａ Ｑ

ＱＡ

委

　

付
託
さ
れ
た
９
議
案
は
、
採
決
の

結
果
、
す
べ
て
原
案
可
決
と
し
た
。

Ａ

Ａ Ａ

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

審
査
結
果

審
査
結
果

審
査
結
果

Ｑ Ｑ Ａ



2020.8 14 No.82

質
疑
・
討
論

議
案
第
54
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

議
案
第
69
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

（
市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

開
館
準
備
に
携
わ
っ
た
業
者

を
含
む
偏
っ
た
公
募
で
あ
り
、
委
託

料
の
詳
細
な
内
訳
も
不
明
で
あ
る
。

公
平
性
と
透
明
性
を
欠
く
内
容
で
あ

る
た
め
、
賛
成
で
き
な
い
。

《
反
対
討
論
》     

中
谷
真
裕
美

ボ
ー
ト
レ
ー
ス

ま
る
が
め
に
感
謝

市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー

の
運
営
管
理

指
定
管
理
者

委
託
料
の
内
訳
は

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
、
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
議
会
報
告
会
な
ど

議
会
の
広
報
業
務
を
担
当
し
ま
す
。

　
　
　

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

◎
大
西　
　

浩　

○
香
川　
　

勝

　

武
田　

孝
三　
　

中
谷
真
裕
美

　

神
田　

泰
孝　
　

岡
田　
　

剛

　

内
田　

俊
英    　

水
本　

徹
雄

（
16
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
の
選
任

理
由

質
疑
質
疑

　

横
田
議
員　

今
回
の
補
正
で
、
ボ

ー
ト
レ
ー
ス
事
業
か
ら
一
般
会
計
へ

19
億
円
の
繰
り
出
し
を
行
う
が
、
こ

れ
ま
で
の
繰
出
金
の
実
績
と
、
直
近

３
年
間
の
状
況
は
。
ま
た
、
今
後
の

施
設
整
備
な
ど
へ
の
影
響
は
な
い

の
か
。

　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局
次
長　

昭

和
27
年
の
初
開
催
か
ら
昨
年
度
ま
で

の
繰
出
金
の
総
額
は
１
３
５
７
億
６

８
９
８
万
円
、
直
近
３
年
間
で
は
、

１
６
０
億
７
千
万
円
で
あ
る
。ま
た
、

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
パ
ー
ク
化
な
ど
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
は
、
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
ま
る
が
め
の
資
金
計
画
の
中
で
調

整
・
確
保
し
て
お
り
、
今
回
の
補
正

で
影
響
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
。

　

横
川
議
員　

市
民
交
流
活
動
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（
カ

ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク

ラ
ブ
株
式
会
社
）
が
選
定
さ
れ
て
い

ＱＡＱ

る
が
、
そ
の
経
緯
と
期
待
す
る
成
果

は
。
ま
た
、
直
営
で
の
運
営
管
理
を

視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
民
生
活
部
長　

４
者
参
加
の
合

同
説
明
会
を
経
て
、
１
者
の
応
募
が

あ
っ
た
。
成
果
と
し
て
は
、
市
民
活

動
と
協
働
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
期

待
し
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
管
理
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
蓄

積
、
不
規
則
な
勤
務
形
態
へ
の
対
応

な
ど
様
々
な
要
件
を
検
討
し
た
結

果
、
市
と
指
定
管
理
者
が
協
議
の
も

と
、
さ
ら
に
必
要
な
ル
ー
ル
作
り
を

行
う
こ
と
を
前
提
に
、
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

中
谷
議
員　

Ｃ
Ｃ
Ｃ
を
市
民
交
流

活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
年
間
１
億
３
千
万
円
も
の
委
託

料
を
払
う
予
定
だ
が
、
内
訳
は
情
報

公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
積
算
根
拠
が

不
明
で
は
、
委
託
料
が
妥
当
か
判
断

で
き
な
い
。
管
理
運
営
費
の
内
訳
を

説
明
し
て
ほ
し
い
。

　

市
民
生
活
部
長　

金
額
の
内
訳
に

Ｑ

つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
施
設
運
営
ノ

ウ
ハ
ウ
に
係
る
情
報
で
あ
り
、本
市

情
報
公
開
条
例
に
規
定
す
る
「
当
該

法
人
の
競
争
上
の
地
位
、
そ
の
他
正

当
な
利
益
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る

も
の
」
と
し
て
、
非
開
示
と
し
て

い
る
。

　

松
永
議
員　

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
に
つ
い
て
、
対
象
者
の

把
握
、
通
知
、
申
請
や
周
知
な
ど
、

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

健
康
福
祉
部
長　

今
回
の
給
付
に

は
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
が
対

象
と
な
る
基
本
給
付
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計

が
急
変
し
て
い
る
世
帯
が
対
象
と
な

る
追
加
給
付
が
あ
る
。
基
本
給
付
の

う
ち
児
童
扶
養
手
当
の
全
部
ま
た
は

一
部
が
支
給
さ
れ
て
い
る
人
に
は
７

月
22
日
を
目
途
に
、
申
請
不
要
で
支

給
す
る
。
ま
た
、
公
的
年
金
の
受
給

や
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
停
止
と
な
っ
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
８
月
の
現
況
届
提
出
時
に

給
付
金
の
申
請
を
受
け
付
け
る
。追

加
給
付
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。な

お
、
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
人
に
対
し
て
は
、
広

ＱＡ

議
案
の
疑
問
点
に
つ
い
て
、
４
名
の
議
員
が
聞
き
ま
し
た
。

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
に
努

め
た
い
。

Ａ

討
　論
討
　論

採
決
の
前
に
議
案
に
対
す
る

賛
成
×
反
対
の
意
思
を
表
明
し
ま
す
。

Ａ
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永
年
勤
続
表
彰

人
事
案
件・審
議
結
果

　

今
期
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
人
事

案
件
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

▼
公
平
委
員
会
委
員

　

多
度
津
町　
　
　
　

石
合　

由
明

▼
監
査
委
員
（
議
員
選
出
）

　

川
西
町
北　
　
　
　

多
田　

光
廣

▼
農
業
委
員
会
委
員

　

金
倉
町　
　
　
　
　

宮
武　

雅
毅

　

今
津
町　
　
　
　
　

大
西　

貴
久

　

山
北
町　
　
　
　
　

尾
野　

弘
季

　

川
西
町
北　
　
　
　

石
井　

廣
喜

　

三
条
町　
　
　
　
　

横
井　

英
明

　

飯
野
町
東
分　
　
　

葛
原　

忠
嗣

　

垂
水
町　
　
　
　
　

大
口　

年
昭

　

土
器
町
西　
　
　
　

髙
吉　

和
博

　

綾
歌
町
岡
田
上　
　

久
米　

彰
義

　

綾
歌
町
岡
田
東　
　

松
岡　

正
雄

　

綾
歌
町
栗
熊
西　
　

松
岡　
　

繁

　

綾
歌
町
富
熊　
　
　

平
池　
　

收

　

飯
山
町
上
法
軍
寺　

谷
本　

公
紀

　

飯
山
町
西
坂
元　
　

登
倉　

賢
仁

　

飯
山
町
東
坂
元　
　

大
林　

孝
行

　

山
北
町　
　
　
　
　

松
下　

孝
江

賛否が分かれた議案の審議結果賛否が分かれた議案の審議結果
25　
片
山　

圭
之
（
市
民
の
声
）

24　
国
方　

功
夫
（
市
民
の
声
）

23　
水
本　

徹
雄
（
市
民
の
声
）

22　
内
田　

俊
英
（
公
明
党
）

21　
福
部　

正
人
（
公
明
党
）

20　
大
前　

誠
治
（
志
政
会
）

19　
山
本　

直
久
（
志
政
会
）

18　
加
藤　

正
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

17　
松
浦　

正
武
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

16　
横
川　

重
行
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

15　
小
橋　

清
信
（
志
政
会
）

14　
横
田　

隼
人
（
志
政
会
）

13　
多
田　

光
廣
（
会
派
無
所
属
）

12　
松
永　

恭
二
（
志
政
会
）

11　
真
鍋　

順
穗
（
志
政
会
）

10　
川
田　

匡
文
（
志
政
会
）

９　
三
宅　

真
弓
（
会
派
無
所
属
）

８　
香
川　
　

勝
（
志
政
会
）

７　
大
西　
　

浩
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

６　
岡
田　
　

剛
（
会
派
無
所
属
）

５　
神
田　

泰
孝
（
会
派
無
所
属
）

４　
中
谷
真
裕
美
（
会
派
無
所
属
）

３　
東　
　

由
美
（
会
派
無
所
属
）

２　
竹
田　

英
司
（
会
派
無
所
属
）

１　
武
田　

孝
三
（
志
政
会
）

議案第54号

議案第69号

審
議
結
果

議 員 名
（　）内は所属会派

議 案 名

×

×
指定管理者の指定
（市民交流活動セ
ンター）

一般会計補正予算
（第４号）

議
長
は
採
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

令和2年6月定例会令和2年6月定例会

原
案
可
決

原
案
可
決

※上記以外の議案はすべて全会一致で原案を可決しました。

永
年
勤
続
５
名
に
表
彰
状
を
伝
達

永
年
勤
続
５
名
に
表
彰
状
を
伝
達

　

第
96
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会
、
第
82
回
四
国
市
議
会
議
長
会

定
期
総
会
に
お
い
て
、
各

表
彰
規
定
に
基
づ
き
、
５

名
の
議
員
が
表
彰
状
を
授

与
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
今
期
定
例
会

で
表
彰
状
を
伝
達
し
、
そ

の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

◆
全
国
市
議
会
議
長
会

　
《
議
員
在
職
15
年
以
上
》

　
　
　
　
　

三
宅　

真
弓

　
　
　
　
　

松
永　

恭
二

　
　
　
　
　

多
田　

光
廣

　
　
　
　
　

小
橋　

清
信

◆
四
国
市
議
会
議
長
会

　
《
議
員
在
職
16
年
以
上
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
田　

隼
人

人
事
案
件

人
事
案
件

　は賛成、×は反対、－は除斥または欠席した者です。



編
集
後
記

　
今
年
も
全
国
各
地
で
、
こ
れ

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
雨
が
降
り
、
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
雨
上
が
り
に
は
草
木
の
新
芽

が
鮮
や
か
に
な
り
、
植
物
の
成

長
に
欠
か
せ
な
い
雨
の
恵
み
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
一
方
、
雨

は
、
人
間
の
活
動
に
と
っ
て
不

快
に
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、
時

に
人
命
を
奪
う
ほ
ど
の
大
災
害

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
思
え
ば
3
年
前
は
九
州
北

部
、
一
昨
年
は
西
日
本
、
そ
し

て
今
年
は
九
州
や
中
部
地
方

が
、
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
毎
年

の
よ
う
に
観
測
史
上
最
多
の
雨

量
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　
避
難
生
活
の
難
し
さ
は
常
に

あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
感
染
対

策
に
も
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高

め
、
十
分
な
備
え
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

広
報
広
聴
委
員
長
　

　
大
西
　
浩

メリットメリット

オンライン
会議に
挑戦！！

オンライン
会議に
挑戦！！

　教育現場やビジネスシーン、また、テレビ番組でも、オンライン会議やリモート出
演を目にするようになりました。
　丸亀市議会も、新型コロナウイルス対策だけでなく、災害など議員が参集できない
場合に備え、「緊急時にも迅速な対処ができるように！」と、広報広聴委員会がオンラ
イン会議を開き、いろいろと挑戦しています。
　紙の資料を減らし、たくさんの情報を省スペースで参照することを目的に
昨年度導入したタブレット端末。これをさらに活用するよう、意欲を持って
取り組んでいます。

災害現場の模様を、
リアルタイムで伝
えることができる。

市の対策本部から
の情報を、即時に共
有できる。

会議に参集できな
い状況でも、議会と
しての協議や判断
が可能になる。

今年度は私たちが「議会だより」をお届けします。

市議会も

大西委員長大西委員長

中谷委員中谷委員

岡田委員岡田委員

神田委員神田委員

香川副委員長香川副委員長 山本議長山本議長 川田副議長川田副議長 水本委員水本委員 内田委員内田委員

武田委員武田委員
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